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平
成
元
年
に
、
本
会
を
再
興
し
て
か
ら

十
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
会
員

の
皆
様
に
は
、
毎
年
六
月
の
定
期
総
会
及

び
懇
親
会
等

の
会
運
営
に
多
大
な
ご
協
力

を
頂
き
、
役
員

一
同
を
代
表
し
て
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

母
校
は
、
麻
布
工
業
高
校
、
渋
谷
工
業

高
校
、
高
輪
工
業
高
校

の
三
校
統
合
に
よ

り
港
区
愛
宕

の
地
で
都
立
港
工
業
高
等
学

校
と
し
て
卒
業
生
を
を
輩
出
し
た
と
き
に
、

前
身
校
の
先
輩

の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
形
で

同
窓
会
が
発
会
し
、
「港
工
同
窓
会
」
の
呼

称
で
、
以
来
会
員

の
懇
親
と
母
校

の
教
育

活
動
に
協
力
す
る
事
を
骨
子
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
諸
事
情
か
ら
定
期
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
も
不
可
能
な
時
期
が

し
ば
ら
く
あ
り
ま
し
た
が
、
冒
頭
の
よ
う

に
再
興
の
連
び
に
な
り
、
私
が
会
長
を
拝

命

い
た
し
ま
し
た
。

以
後
、
役
員

一
九
と
な
り
、
会
員
名
簿

の
充
実
を
は
か
り
、
定
期
総
会
の
開
催
と
、

新
会
員
に
対
す
る
名
簿

の
発
行
な
ら
び
に

現
役

の
支
援
活
動
と
し
て
文
化
祭
行
事
案

内
を
若
手
会
員
に
送
付
し
て
参
り
ま
し
た
の

ま
た
、
先
の
母
校
創
立
五
十
周
年
記
念
行

事
に
は
会
と
し
て
立
派
に
協
力
す
る
こ
と

も
で
き
、
直
近
で
は
広
報
活
動
と
し
て
の

港
工
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
発
行
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
母
校
が
平
成
十
六
年
二
月
に
閉

校
と
な
り
ま
す
が
、
先
の
統
廃
合
と
は
事

情
も
異
な
り
、
新
設
校
に
伝
統
を
如
何
に

伝
え
、
そ
し
て
会

の
運
営
も
新
た
な
方
向

に
改
革
を
要
す
る
時
が
参
り
ま
し
た
。
具
体

的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
理
事
会
で
十

分
検
討
し
決
め
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
切
に
懇
願
す
る
次
第
で
す
。

六
月
七
日
母
校
で
の
最
後
の
定
期
総
会

が
午
後

一
時
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。
開
催

会
場
に
は
定
刻
前
か
ら
三
々
五
々
出
席
者

が
集
ま
り
、
総
数

一
〇
八
名
で
と
て
も
盛

大
な
総
会

で
し
た
。
同
窓
会
会
長
と
、
現

港
工
高
校
長
で
同
窓
会
名
誉
会
長
小
山
実

先
生
の
ご
挨
拶
に
続

い
て
新
設
の
六
郷
工

科
高
等
学
校
開
設
準
備
室

の
町
田
先
生
か

ら
新
し

い
教
育
実
習
制
度

の
説
明
と
お
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
議
事
に
入

り
、
総
会
次
第

の
平
成
十
五
年
度
事
業
計

画

・
予
算
案
審
議
も
満
場

一
致
で
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。

懇
親
会
場

の
芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
移
動

し
て
、
午
後
二
時
半
か
ら
の
パ
ー
テ
イ
は

幾
重
に
も
歓
談
と
笑

い
の
輪
が
ひ
ろ
が
り

大
変
に
意
義
の
あ
る
港
工
同
窓
会
で
し
た
。

な
お
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
は
同
窓
会

新
入
会
員
が
い
な
く
な
り
ま
す
が
、
「港
工

同
窓
会
」
は
こ
れ
か
ら
も
存
続
さ
せ
親
睦

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

は
、
六
郷
工
科
高
等
学
校

の
発
展
に
も
関

心
を
持
ち
、
情
報
等
を
伝
え
た

い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
羽
田

・
鮫
洲
な
ど

他
校

の
同
窓
会
と
は
無
関
係
と
な
り
ま
す

が
、
六
郷
工
科
高
等
学
校
が
将
来
、
同
窓

会
を
作
る
場
合
は
、
「港
工
同
窓
会
」
の
経

験
を
生
か
し
て
大

い
に
協
力
し
て
行
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

平成15年母校定期総会
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～
総
会
案
内
返
信
葉
書
よ
り
抜
粋
～

麻
布
第

一
本
科
　
４
期
　
電
気
科吉
野
　
泰
隆

私
は
大
正
１５
年

１０
月
生
ま
れ
の
７６
才
、

ガ

勒
嚇
埒

趙

職
。
６３
年
よ
り
平
成
８
年
迄
、
日
本
シ
ル

バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
登
録
し
、
中
国
の

修
理
工
場
に
１５
ケ
所
技
術
指
導

に
訪
中
、

現
在
は
地
元
の
シ
エ
ア
ク
ラ
ブ
３
ヶ
所
で

元
気
に
活
躍
し
て
い
る
。

高
輪
第
二
本
科
　
９
期
　
電
気
科高
田
　
和
二

昭
和
２‐
年
３
月
卒
業
以
来

３０
回
の
ク
ラ

ス
会
を
持
ち
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
会
名
称
輪

工
九
回
。
３５
名
卒
業
し
て
、
消
息

の
分

つ

て
い
る
者
２‐
名
。
ク
ラ
ス
会
に
出
席
す
る

者
は
約

１２
名
～
１３
名
程
。
年
令
は
７６
才
～

７８
才
。
近
日
同
窓
会
宛
に
名
簿

（生
存
者
）

と
ク
ラ
ス
会

の
歴
史
を
整
理
し
て
送
り
ま

す
。
私
の
職
業
、
高
圧
電
気
業

（現
役
）
。

高
輪
第

一
本
科
　
１
期
　
電
気
科
慶
野
　
寛

突
然
座
骨
神
経
痛
に
な
り
、
歩
行
が
困

難
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
す
が
今

回
は
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お

か
ら
運
ん
だ
が
、
学
校
に
は
中
学
校
が
使

用
し
て
い
た
為
、
我
々
は
桜
川
小
学
校
に

分
校
と
し
て
通
学
す
る
。
教
科
書
不
足
で

ガ
リ
版
刷
り
し
た
教
科
書
を
も
ら

い
綴

Ｐ

て
授
業
を
受
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

港
　
全
国
制
　
７
期
　
電
気
機
器
科

畠
山
　
正
平

只
今

フ
ィ
リ
ピ

ン
セ
ブ
島
に
住
ん
で
い

ま
す
。
時
々
帰
国
し
ま
す
が
、
短
期
間
で

す
の
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
悪
し
か
ら
ず
。

又
、
新
校
が
決
定
し
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下

ヽ
ヽ
い
。

港
　
定
時
制
　
７
期
　
機
械
科
玉
村
　
有
司

同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
で
、
恩
師

の
富
田
幸

雄
先
生
の
文
を
拝
読
し
、
ご
健
在
を
嬉
し

く
思

い
ま
し
た
。
私
は
定
時
制
卒
業
後
、

道
を
か
え
て
小
学
校
教
師
を
志
し
、
学
芸

大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
以
後
、
小
学
校

教
師
と
し
て
、
担
任
、
教
頭
、
校
長
を
歴

任
し
、
平
成
８
年
に
大
田
区
蒲
田
小
学
れ

長
を
最
後
に
退
職

い
た
し
ま
し
た
ｃ
現
在
一

は
体
調
不
良
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
一

る
状
態
で
、出
席
で
き
な
い
こ
と
を
残
稔

に
思
い
ま
す
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
い
た
■

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

港
　
定
時
制
　
２２
期
　
機
械
科
Ａ
組

桑
原
　
敏
幸

定
時
制
卒
業
式

・
閉
課
程
式
典

・
愛
宕

・
名
郷
嗜
】
摯
蹴
惨
蜘
瞭
躊
ど
崎
詢
」
な
ば

知
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

港
　
全
国
制
　
５
期
　
電
気
機
器
科

畑
野
　
純
夫

お
世
話
様
に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま

す
。

い
よ
い
よ
母
校
最
後

の
同
窓
会
に
な

り
感
無
量
で
す
。
今
回
は
私
た
ち
５
期
電

岡
野
　
征
外
雄

卒
業
以
来
約
半
世
紀
と
な
り
ま
し
た
。

遠
い
音
の
事
と
な
り
ま
し
た
。
母
校
の
名
が

消
え
る
こ
と
、
大
変
淋
し
い
思
い
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
私
共
は
、
か
つ
て
の
担
任
片
山
茂

先
生
を
囲
ん
で
毎
年
１
回
ク
ラ
ス
会
を
催

し
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
す
。
今
回
都
合
に

よ
り
欠
席
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

港
　
全
日
制
　
１６
期
　
機
械
科
渡
辺
　
春
雄

ニ
ュ
ー
ス
の

「
人
生

の
途
中
で
」
は
感

激
し
ま
し
た
。
私
は
港
工
で
は
全
日
制
で

し
た
が
、

い
す

ゞ
に
勤
め
な
が
ら
、
４
年

後
日
大
の
定
時
制
に
通

い
、
職
学
を
全
う

し
２７
才
で
卒
業
し
ま
し
た
。
糠
信
さ
ん
の

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。
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曇
籍

サ

教
蓼

菫

薦

一洋

本
校
で
は

「
生
徒

一
人

一
資
格
」
取
得

を
学
校
経
営
方
針
の
重
点
目
標
に
設
定
し
、

閉
校
ま
で
生
徒
の
指
導
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

機
械
科

の
生
徒
は
、
７
月
１０
日
の
機
械

製
図
試
験
に
６
名

の
生
徒
が
合
格
し
、
８

月
３０
日
、
３．
日
に
は
、
国
家
技
能
検
定

３

級

（普
通
旋
盤
作
業
）
に
８
名

の
生
徒
が

チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
、
全
員
合
格

い
た
し
ま
し

た
。自
動
車
科
で
は
、
３
級
整
備
士
取
得
に

向
け
て
指
導
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

電
気
科
で
は
昨
年
度
及
び
今
年
度
で
２２

名
全
員

（今
年
度

の
在
籍
生
徒
）
が
第
二

種
電
気
工
事
士
に
合
格

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
橋
恭
太
郎
君
は
、
高
校
生
も

の
づ
く
リ

コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

（
８
月

Ｈ
日
開
催
）
に
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

電
子
科
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
３
種
試
験
合

格
１
名
、
情
報
技
術
検
定
２
級
合
格
５
名
、

３
級
合
格

２
名
、
計
算
技
術
検
定

３
級
合

格
３
名
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

本
校
生
徒

の
活
躍
ぶ
り
に
マ
ス
コ
ミ
も

注
目
し
、
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
、
教
育
新
聞

お
よ
び
、
日
本
新
聞
に
生
徒

の
活
躍
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

都
立
港
工
業
高
等
学
校
に
お
け
る

諸
証
明
の
発
行
に
つ
い
て

都
立
港
工
業
高
等
学
校
の
閉
校
に
伴

い
、
卒
業
生

へ
の
諸
証
明
の
発
行
事
務

は
以
下
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

平
成
１６
年
３
月
３．
日
ま
で
の
申
請
分

都
立
港
工
業
高
等
学
校
に
お
い
て
受
け

付
け
ま
す
。

〒

１

０

５

１

０

０

０

３

港
区
西
新
橋
３
１
１８
‐
・３

電
話
　
０
３
１
３
４
３
１
１
１
５
８
３

平
成
１６
年
４
月
１
日
以
降
の
申
請
　
都

立
六
郷
工
科
高
等
学
校
に
お
い
て
受
け

付
け
ま
す
。

〒

１

４

４

１

０

０

４

６

大
田
区
東
六
郷
２
１
１８
‐

２

京
浜
急
行
雑
色
駅
下
車
５
分

（連
絡
）

・
平
成

１５
年

１０
月
現
在
は
仮
決
定

で

す
。
ご
不
明
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は

３
月
ま
で
は
港
工
業
高
等
学
校
に
、

４
月
以
降
は
東
京
都
教
育
庁
高
等
学

校
教
育
課
　
都
庁
代
表
電
話

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
及
び
４
月
は
閉
校

・
開
校
準
備

の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
証

明
書
が
必
要
な
方
は
充
分
時
間
の
余

裕
を
見
て
早
め
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

都
立
港
工
業
高
等
学
校
事
務
室
よ
り

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
賛
助
金

の
お
願

い
に
つ
い
て
、
平
成
１５

年
４
月
時
点

の
住
所
判
明
者

５
７
２
８

名

の
う
ち
、
本
年

の
該
当
者

４
７
６
４

名
に
振
込
用
紙
を
送
り
、
６
４
て
名

の

会
員
か
ら
送
金
戴
き
ま
し
た
。
　
一

こ
れ
で
次
回
の
発
行
見
通
し
が
立
ち
ま

し
た
の
で
、
賛
助
金
納
入
の
方
０
み
で

す
が
ご
報
告
を
兼
ね
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
を

送
り
ま
す
。
な
お
、
昨
年
の
８
２
４
名

か
ら
約
２０
％
減
で
す
。　
　
　
　
．

◎
賛
助
金

の
納
入
は
毎
年
か
と
の
質
問
が

あ
り
ま
す
。
任
意
に
つ
き
毎
年
で
な
く

て
も
結
構
で
す
。
但
し
、
現
状
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
よ
り
多
く
の
会
貫

の
賛

同
を
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。
な
お
、

昨
年
と
連
続
送
金

の
方
は
４
４
∫
名
で

し
た
。
ま
た
①
金
額

の
訂
正
は
一可
能
で

す
。
（最
高
は
２
万
円
で
し
た
Ｙ
②
郵
便

振
替
端
末
機
を
使
用
す
れ
ば
、
早
く
て

し
か
も
手
数
料

（同
窓
会
負
担
）
が
１０

円
安
く
な
り
ま
す
。

◎
会
員
か
ら
同
窓
会
名
簿
発
行

の
ご
要
望

が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
昨
今

の
情
報
漏

洩
問
題
か
ら
当
面
全
体
名
簿

の
発
行
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ク
ラ
ス

毎
等

の
要
望
に
は
、
個
別
に
送
．付
し
ま

す
の
で
、
窓
口
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。

◎
お
別
れ
会

の
通
知
は
会
場
の
都
合
に
よ

り
総
会
出
席
者

・
賛
助
金
納
入
者

・
総

会
案
内
返
信
者
の
方
に
限
定
し
ま
し
た
。

悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
下
さ
い
。　
．

★・・,母校最後の文化祭のご案内…★

在校生諸君の活動の成果をご高覧下さ
い。また、校舎内外の見学と合わせご

案内申し上げます。

港工祭 11月 9日 (日 )
午前 9時～午後 2時

※同窓会ブースを用意します。是非と

もお立ち寄り下さい。

☆同窓会会務の連絡先について
校内理事 (OBの先生)不在のため、名簿の質問、

住所変更等のご連絡は、下記へお願いします。

記

〒278‐0036千葉県野田市中野台鹿島町237
(株)ク リーンジャパン内
松 岡 信 之

(会計理事 港16期 S39A卒 )
TEL 0471256808 FAX 047125‐ 6851
E―mail:matsuoka@cleaniapan net
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臨時号 港工同窓会ニュース 平成15年 10月 20日

母
校
と
愛
宕
神
社
の
石
段

港
１４
期

（定
）
安
江
　
弘
吉

火
星
大
接
近
の
中
秋
の
名
月
の
爽
や
か

さ
が
、
し

つ
か
り
と
ま
ぶ
た
に
焼
き

つ
い

た
今
年

の
お
月
見
。
愛
宕
山
の
緑
と
共
に

母
校
生
徒

の
教
材
の
よ
う
に
記
念
撮
影

の

背
景
に
。
又
、
放
課
後

の
心
身
鍛
錬
の
共

有
物
と
し
存
在
感
あ
る
愛
宕
神
社
の
石
段
ｃ

こ
の
石
段

の
有
名
な

エ
ピ

ソ
ー
ド
は
寛
永

十

一
年
の
春
。
愛
宕
神
社
の
源
平
の
梅
を
、

三
代
将
軍
家
光
公
は
菩
提
寺
、
芝
増
上
寺

の
帰
路
ご
覧
に
な
り

「誰
か
あ
の
梅
を
取

っ
て
参
れ
！
」
と
命
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
ま
り
に
も
急
な
愛
宕
神
社

の
石
段
に
だ

れ

一
人
歩
み
出
る
者
は
い
ま
せ
ん
。
ま
も

な
く
、
こ
の
石
段
を
馬
で
登
り
だ
し
た
者

が
歴
史
に
伝
わ
る
四
国
は
丸
亀
藩

の
家
臣

曲
垣
平
九
郎

（ま
が
き

。
へ
い
く
ろ
う
）

で
し
た
。
平
九
郎
は
見
事
神
社

の
梅
を
手

折
り
、
馬
で
石
段
を
降
り
て
家
光
公
に
梅

を
献
上
し
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
平
九
郎

は
家
光
公
よ
り

「
日
本

一
の
馬
術
の
名
人
」

と
讃
え
ら
れ
、
そ
の
名
は

一
日
で
全
国
に

と
ど
ろ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
街
並
み
は
高
層
建
築
で
景
観

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
歴
代

の
学
校
長
を

始
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
そ
し
て
同
窓
会
幹

事

の
半
世
紀
以
上
の
有
形

・
無
形

の
教
え

と
伝
統
は
、
愛
宕
神
社

の
石
段

の
名
声
と

共
に
不
滅
で
す
。
母
校
は
取
り
壊
さ
れ
て

も
、
広
報
活
動
を
通
じ
て
名
月
の
よ
う
に
、

い
つ
ま
で
も
万
人
の
心
に
残
る
港
工
同
窓

会
を
微
力
な
が
い
支
え
、
努
力

い
た
す
所

存
で
お
り
ま
す
。

何
卒
ご
指
導
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
致

し
ま
す
。
鱚
靱

閂

舅

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
よ
う
に
、

母
校
は
他
校
と
と
も
に
、
平
成
十
六
年
四

月
に
新
設
の

「
都
立
六
郷
工
科
高
校
」
に

引
き
継
が
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
港

工

（全

・
定
―
定
は
十
五
年
三
月
に
廃
校
ず

み
）
、
羽
田
工

（定
）
、
羽
高

（定
）
、
鮫
洲

工

（定
）
は
事
実
上
廃
校
と
な
り
ま
す
。

新
設
校
は
校
名
も
決
定
し
、
単
位
制
の

新
し
い
試
み
の
学
校
に
な
り
ま
す
。

同
校

の
規
模
は
、
全
日
制

一
七
五
名
、

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
科
二
十
名
、
定
時
制

六
十
名
。
設
置
学
科
は

全
日
制
　
デ
ザ
イ
ン
エ
学
科
／
プ

ロ
ダ
ク

ト

エ
学
科

／

シ

ス
テ
ム
エ
学

科
／
オ
ー
ト
モ
ビ
ル
エ
学
科

デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
科

定
時
制
　
生
産
工
学
科
／
普
通
科
で
す
。

六
郷
工
科
高
校
の
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
は
、

本
格
的
な
職
業
教
育
制
度
を
採
用
し
た
デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の
実
践
で
す
。
同
校
と

区
内
も
し
く
は
、近
県
に
あ
る
企
業
が
連
携
、

企
業
で
の
就
業
訓
練
を
単
位
と
し
て
認
定

す
る
事
で
す
。
企
業
と
本
人
が
合
意
す
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
就
職
も
で
き
、
企
業
側
の

人
材
難
と
生
徒
側
の
就
職
難
を
同
時
に
解

決
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
決
め
ら
れ
た
単
位
を

一
年
ご
と

で
は
な
く
、
三
年
間
で
取
得
す
れ
ば
、
卒

業
も
可
能
で
す
。

同
校
全
日
制

の
も
う

一
つ
の
特
徴
と
し

て
女
子
生
徒
に
人
気

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
系

の
学
科
も
新
設
し
、
少
子
化
が
進
む
中
で

女
子
生
徒

の
募
集
に
も
力
を
入
れ
、
同
校

の
入
学
者

の
三
割
は
女
子
生
徒
で
あ
る
と

の
日
標
も
掲
げ
て
い
ま
す
。

∧
デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
参
加
企
業
の

推
薦
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
∨

現
在
開
設
準
備
室
が
中
心
と
な
リ
デ

ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
参
加
企
業
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
会
員
の
方
で
東
京
都
内
も
し

く
は
近
県
で
推
薦
企
業
が
あ
り
ま
し
た
な
ら

ば
、
是
非
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆

港
工
５８
年
の
幕
を
開
じ
る
◆

☆
閉
校
式
典
☆

平
成
１６
年
３
月
６
日

（土
）

第
５６
回
卒
業
式
　
於
　
本
校

閉
校
式
　
　
　
　
於
　
本
校

☆
お
別
れ
会
☆

於
　
芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

平
成
十
六
年
三
月
、
五
十
八
年

の
歴
史

を
閉
じ
る
母
校
、
港
工
同
窓
会
は
、
通
信

の
や
り
と
り
や
、
総
会
で
の
顔
合
わ
せ
の

繰
返
し
を
増
々
深
め
て
、
活
動
す
る
時
期

に
き
た
と
思
う
。
同
窓
会
と
共
に
、
大

い

に
頑
張
り
努
力
す
る
所
存
で
す
。

同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
第
三
号
は
、
来
年
発

行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
二
月
末
迄
に

随
想

。
在
校
時
の
思

い
出
等
、
原
稿
を
募

集
致
し
ま
す
。
尚
、
応
募
原
稿
は
順
次
同

窓
会

ニ
ュ
ー
ス
で
発
表
致
し
ま
す
。
ご
連

絡
は
事
務
局
ま
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま

す
。

編
集
子

一
同

６
期

（全
）
龍
　
　
健
治

２２
期

（全
）
町
山
　
　
茂

‐４
期

（定
）
安
江
　
弘
吉

問合せ先 :

開設準備室 主幹 町日 紳
電 話 :03-5737-0161
FAXi03-5737-0163

昌‖l熙よ‖:4分 .

¨

雑色駅よll徒歩 3分
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